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令和２年神奈川県議会第 3回定例会	 総務政策常任委員会	

	

令和 2年 10 月 7 日	

佐々木(正)委員	

	 私からは、コミュニティ再生・活性化の取組について伺います。	

	 コロナ禍において困っている現場の声を聞いて、それに基づいたリーフレッ

トを作成したり、モデル事業を実施しているということですが、地域での活動

がなかなか再開されないという現状がある中、新しい生活様式におけるこの事

業の取組で、人と人とをつなぐような特徴的な取組ができているかどうか、情

報があれば教えてください。	

未来創生課長	

	 今委員お話しのモデル事業は、令和２年６月から募集を開始して、10 の民間

事業者から提案があり、それに対して市町村や地域団体の方とのマッチングを

図っているところです。そうした中、人と人とをつなぐ特徴的な取組を二つほ

ど紹介させていただきます。	

	 一つ目が、市町村の地域団体で最も多かったのが、新しい生活様式に対応し

たアプリケーションを民間事業者と共につくる機会の創出です。この取組は、

東海道沿線に位置する関係自治体でや地域団体と共に、東海道の歴史、文化、

食、地域イベントなどの情報を案内するアプリケーションを開発するもので、

来年の令和３年５月の完成を目指しています。	

	 それから、もう一つが、オンラインでのコミュニケーション機会の提供です。

こちらはある程度スマホやパソコンを習得されたシニアの方を対象としていま

して、日本語を学びたいという外国人の方とオンラインで交流するという取組

を進めているところです。	

佐々木(正)委員	

	 アプリケーションを民間事業者と共につくる機会の創出ということで、この

ことについて、掌握している効果があれば伺います。	

未来創生課長	

	 この取組ですが、３密を避けた歩き旅を促すとともに、地域の方々と旅行者

との交流やアプリ上での情報交換など、リアルとデジタルが融合したコミュニ

ティを生み出すという効果を期待しています。	

	 実際、今いろいろな方と調整をしていますが、例えば、地域パーソンの方々、

具体的には老舗の蕎麦屋など、そういった方が次々とこの取組の輪に加わって

いただき、コミュニティのネットワークがどんどん広がっていくという効果が

あります。	

佐々木(正)委員	

	 東海道五十三次など、歴史的な観点での地域コミュニティもあるようですの

で、そういう方たちをこういう形でつないでいって、さらに情報交換ができる

というのも、非常によい取組だと思います。	

	 また、オンラインでのコミュニケーション機会の提供についても、同じ質問

ですが、把握している効果があれば、具体的に教えてください。	

未来創生課長	

	 こちらの取組は、コロナ禍でどうしても人と人との交流機会が少なくなって

いる中で、繰り返しになりますが、オンラインを通じて海外の若者とつながる
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ものです。そこで新たな交流が生まれたり、またその人と会話したい、また会

いたいという生きがいが生まれることを効果として期待しています。	

	 実際、現在 35 名の方がこの取組に参加いただいており、まだ始めてから一、

二か月なのですが、その 35 名の方が、既に海外の若い外国人の方と延べ 200 回

を超えるオンライン会話をしているという状況です。新たな出会い、新たな手

法によるコミュニケーションの機会が生まれたと感じています。	

佐々木(正)委員	

	 大分以前の話なのですが、ＬＩＮＥ株式会社の開発の関係者に、引きこもり

の方々のために、ラインで学校を造ってくれないかと提案したことが、実はあ

るのです。そうしたら、何とか取り組んでみますということがありました。今、

逆にそのようなオンラインの学びが普及し始めているのですが、今度はオンラ

イン教材のようなもので、学びをきっかけにシニア層と子供たちとのコミュニ

ケーションができて、年配の方々の昔の知識とか経験を、子供たちに伝えてい

くというような取組、世代を超えたコミュニケーションを図っていくようなこ

とにも取り組んでいくことが重要なのではないかと思うのです。その辺りにつ

いても具体的に取り組んでいただきたいなという提案なのですが、いかがでし

ょうか。	

未来創生課長	

	 我々、いろいろとコミュニティ再生と活性化の取組を１年少し行わせていた

だきまして、人がコミュニティに参加するのは、例えば、そこに気の合う仲間

がいたり、共通の趣味を持つ仲間がいたりするなど、何らかの接点があること

が大事かなと考えています。今、委員御指摘の学びについても、まさにその接

点の一つではないかと考えています。	

	 今回、学びをきっかけにして、例えば、年配の方と若い方、教える側と教わ

る側に新しくコミュニケーションが生まれることは、参加される方の生きがい

にもつながるものと考えています。	

	 例えば、オンライン教材といったものもコミュニティの活性化にかなり期待

ができると考えていますので、何らかの形で取組ができないか、検討していき

たいと思っています。	

佐々木(正)委員	

	 ぜひ、何らかの形で取り組んでいきたいという答弁をいただいたので、大変

ありがたいと思います。	

	 コロナ禍以前は、例えば、なかなか今の小さい子にはない経験だと思います

が、昔はお手玉遊びなどがあって、お手玉を作ったり、数珠玉を採取するとこ

ろに子供たちを連れていったりするなど、そういうコミュニティがあって、お

年寄りも非常に喜んでいましたし、子供たちも喜んでいました。そういうもの

についてオンラインで行っていくことも、これからは大事ということで、ぜひ、

こういう取組を、世代を超えて行っていくことで、お年寄りも喜びますし、子

供たちも知識を学べるということですから、取り組んでいただきたいと思いま

す。	

	 最後に、このコロナ禍において、今後、どのようなコミュニティ再生・活性

化の取組を行っていくのかお伺いします。	

未来創生課長	

	 現在、モデル事業の実施に向けて、いろいろな方々と調整しています。今後、
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参加者の方々の声、あるいは取組の中で参考となった点など、取組の効果をま

とめて、メディアの方とも連携して、地域の方々に広くお伝えしていきたいと

考えています。	

	 また、地域には大変独創的な活動をされている方も多くいます。一つ紹介さ

せていただきますと、その方が自治会に加入されたことをきっかけに、自治会

を紹介したパンフレットがあるのですが、住民目線で自治会活動が分かりやす

いように改良をされて、折り込みも工夫したりしたという事例がありました。	

	 また、さらにその方は、御自身でいろいろな資料を調べられて、例えば、自

治会員が減ると街が危険になるといった、ユニークで分かりやすい内容の講演

などもされています。	

	 そこで、今後、メディアの方と連携させていただいて、例えば、オンライン

イベントなどにそのような方に参加いただいて、地域で活躍されている方々の

経験談やノウハウを広く皆様にお伝えすることで、このＷｉｔｈコロナ時代に

おけるコミュニティの再生・活性化を図っていきたいと考えています。	

佐々木(正)委員	

	 最後に要望ですが、本来であれば市町村ももちろん行っていることですが、

県が、そういう取組について、現場目線で積極的に絡んでいること自体、私は

すばらしい取組だと思っています。このコロナ禍においては地域の活動が停滞

しているということもありますし、またそのことによって新しい課題が浮き彫

りになってきたということもあると思います。その教訓をしっかりと生かしな

がら、積極的に地域のコミュニティが活性化されるように、取組をお願いした

いと思います。	
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意見発表	

	

佐々木(正)委員	

	 本委員会に付託された諸議案等について、公明党として意見、要望を申し上

げます。	

	 はじめに、ＷＨＯとの連携についてです。	

	 県がＷＨＯに職員を派遣してこれまで連携を進めてきたことは、本県のヘル

スケア・ニューフロンティア政策にとって意義あるものと考えます。それだけ

に、派遣職員がＷＨＯの正規職員になったことについては、不確定要素が大き

いとはいえ、もっと早く議会にも説明するべきだったと考えます。	

	 また、プロジェクト費についても、事業の内容や成果について第三者機関の

評価を実施するなど、県民の理解が得られるよう、分かりやすく伝える努力を

すべきです。今後もＷＨＯ正規職員となったこの方から最大限の協力を得て、

本県施策のさらなる充実を図っていただくことを要望します。	

	 次に、ＳＤＧｓの推進についてです。	

	 ＳＤＧｓについては、貧困と飢餓の撲滅などに加え、感染症への対処も掲げ

られています。新型コロナウイルス感染症への対応もＳＤＧｓに含まれること

は言うまでもありません。県が進めるＳＤＧｓつながりポイントについては、

ＳＤＧｓの自分事化や、地域の活性化に向けてスマホのアプリとして簡単に活

用できることから、コロナ禍にあっても有効な事業ではないかと考えます。	

	 このアプリは対面での利用が前提であったことから、調整を加えて、アンケ

ートなども実施しながら、Ｗｉｔｈコロナ時代にマッチしたものにバージョン

アップし、県内全市町村で推進できるよう、今後も積極的に取り組んでいただ

くよう要望します。	

	 次に、コミュニティ再生・活性化の取組についてです。	

	 新型コロナウイルス感染症の拡大により、地域での活動は停滞し、日々新た

な課題が浮き彫りになってきたと思います。その教訓を生かして、既存の取組

だけでなく新たな取組を積極的に実施し、目の前にある地域課題の解決に取り

組む中で、コミュニティ再生・活性化を進めていただくことを要望します。	

	 以上、付託された諸議案に賛成いたします。	


